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資料３  高尾山古墳保存と都市計画道路(沼津南一色線)整備の両立に関する協議会 



1.路線の位置付け   
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■(都)沼津南一色線は、以下の役割が期待される重要な路線で、幅員２５ｍ（４車線）の幹線道路です。 

 路線の位置付け：①国道２４６号（東京～沼津）と国道１号（東京～大阪）を結ぶ広域道路 

 ②沼津市中心市街地と東名高速道路（沼津ＩＣ）・新東名高速道路（長泉沼津ＩＣ）を結ぶアクセス道路 

 ③長泉町や裾野市など近隣市町との都市間交通を担う道路 
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2.広域交通ネットワークの観点からの必要性 
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■ （都）沼津南一色線（整備中区間）の未整備により、交通ネットワーク機能が不十分であることから、交通が集中する江原公

園交差点、共栄町交差点を中心に国道1号、（都）三枚橋岡宮線等において、走行速度が低下し、慢性的な渋滞が発生してい

ます。 

(都)三枚橋岡宮線 ② 

(県)沼津 インター線（沼津IC南交差点） ③ 

① 国道１号 

至 沼津駅 
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 ～江原公園間： 
8.1分（混雑時） 

 6.5分（非混雑時） 

沼津IC～JR沼津駅間： 
18.2分（混雑時）  

 16.0分（非混雑時） 

所要時間：H22道路交通センサスの平均旅行速度より算出 
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3.地域交通対策としての必要性 
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■国道１号などの幹線道路の渋滞により抜け道となっている（県）三島富士線などに通過交通が流入し、朝夕の慢性的な 

  渋滞で地域住民の日常生活に支障をきたしています。また、交通の集中や錯綜により人身事故が多発しています。 

① 国道1号江原公園交差点付近 

② (県)三島富士線から国道1号への合流部 

至 沼津IC 

③抜け道となっている (県)三島富士線 
② 

至 沼津駅 

渋滞する国道1号等の
抜け道となっている。 

③ ① 
周辺道路で44件/年の 

人身事故が発生 
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至 東京 

交通事故データ：H26.1～12 
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 （通学路の安全性の確保） 
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■事業区間の周辺には金岡小学校や金岡中学校が立地していますが、通学路に通過交通が流入し安全性が低下しています。 
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4. 街路事業の現状  
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●事業の経緯 

 ・昭和36年度に都市計画決定（県決定）されています。 

 ・平成８年度に事業認可され、街路事業に着手。 

 ・平成17年度工事に着手し、東海道新幹線を横断する区間の工事 

  が概ね完了しています。 

 ・平成27年3月時点における事業の進捗状況は、用地買収99.7％、 

  物件補償96.2％、工事42.8％です。 

 ・現時点での完成予定は、隣接する岡宮北土地区画整理事業で整 

  備する街路とあわせ平成33年度です。 

 

●事業費について 

 全体事業費は約76億円で、事業着手から現在までの約19年間で 

 約60億円投入しております。 

 

●関連市道の整備について 

 沼津南一色線の整備にあわせて、街路と接続する市道整備を進め 

 ており、既に用地買収が完了しております。 

 

 

〇街路事業の進捗状況 

高尾山古墳 

整備中区間L=約1.1km 

①江原公園交差点より北側を望む     ② 西熊堂線より南側を望む ③市道1672号線より北側を望む      ④東熊堂線より西側を望む 
関連市道 
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 （移転補償の現状）  
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■神社の移転 

  （都）沼津南一色線の事業予定地には、「熊野神社」と「高尾山穂見神社」が鎮座していましたが、 

  東側隣接地への移転が完了しています。  

■一般家屋の移転 

  当該区間では用地買収、移転補償が進んでおり、古墳南北の沿道には新築された住宅や業務施設等が建ち並んでいます。 
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